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船舶事故調査報告書 

 

                              平成２１年１１月１９日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  山 本 哲 也 

                           委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突 

発生日時 不明（平成２１年２月２６日、１３時３０分ごろ～１４時０５分ごろ） 

発生場所 広島県福山市走
ふくやましはしり

港
こう

唐船
からふね

付近 

事故調査の経過  平成２１年３月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事務

所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 良 代
りょうだい

丸、４.９６トン 

  ＨＳ３－３１５３７（漁船登録番号）、個人所有 

 ９.５８ｍ(Lr)×２.６０ｍ×０.９１ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数７０、昭和５１年９月２４日 

Ｂ 漁船 大喜
だいき

丸、１.８７トン 

   ＨＳ３－３１９７７（漁船登録番号）、個人所有 

 ６.７５ｍ(Lr)×１.９５ｍ×０.６５ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、漁船法馬力数１８、昭和５５年１月１０日 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ 男性 ６８歳 

   二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免 許 年 月 日 昭和５１年６月２５日 

    免許証交付年月日 平成１６年１１月１１日 

             （平成２２年３月２８日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ 男性 ７２歳 

   一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免 許 年 月 日 昭和４９年１２月２日 

    免許証交付年月日 平成２０年１０月２８日 

             （平成２６年７月１３日まで有効） 

 死傷者等 負傷 １人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ なし 

Ｂ 左舷中央外板亀裂 

 事故の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａが１人で乗り組み、平成２１年２月２６日１３時２５分

ごろ、走島南東方沖の漁場を発進し、走漁港唐船に向けて航行した。 

 船長Ａは、島伝いに航行し、進行方向左側にある走漁港唐船の防波堤灯

台を左に見る、針路約２１５°とした後、Ｂ船の左舷と衝突した。船長Ａ

は、操舵室後部の左舷側に立って操舵していたが、衝突までＢ船に気付か

なかった。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、１３時３０分ごろ、同港を出港し

た。 
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 船長Ｂは、防波堤灯台を右に見て右回頭するときにＡ船に気付いた後、

Ａ船の船首と衝突した。船長Ｂは、Ａ船に気付いた後、Ａ船を見ていなか

った。 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 東、風速 約１.４m/s、視界 良好 

海象：平穏、下げ潮の初期 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

Ａ船は、衝突するまでＢ船に気付かず、Ｂ船

は、Ａ船に気付いた後、衝突するまでＡ船に対す

る見張りを行っていなかった可能性があると考え

られる。 

原因  本事故は、走港唐船２号防波堤沖において、Ａ船が走漁港唐船に入港し

ようとして航行中、Ｂ船が同港を出港しようとして航行中、Ａ船がＢ船に

気付かず、また、Ｂ船がＡ船に対する見張りを行っていなかったため、両

船が衝突したことにより発生した可能性があると考えられる。 

 




